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交通事故の発生状況は，全国的に減少傾向にある。平成２３年３月に策定された，国の「第９次交通安全基本計画」において，これまでの
道路交通環境の整備，交通安全思想の普及徹底など諸対策を総合的に推進してきたことにより，死者数が減少したことから，交通安全対策
をより強力に推進することとされ，第８次計画で５，５００人であった交通事故死者数の目標値が３，０００人以下となった。

高齢者の交通事故が高い状況となっている。
運転免許保有者１０万人当たりでは若者の運転による事故が最多となっている。
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有効性

●

これまでの交通安全教室を継続して開催していくとともに，高齢者を対象とした体験型の教室や若
年ドライバーの事故防止対策として，平成２３年度から，スケアードストレイト方式（事故現場を
再現してみせ，交通ルールの大切さを学ばせる教育手法）を用いた教室を開催するなど，新たな教
室内容に取り組む。

道路パトロールの強化及び地元自治会や交通管理者との連携により，交通危険箇所を把握し，効率
的・効果的な対策を実施していく。
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重点事業

３　今後の取組方針

⑧取組の
考え方

見直し事業
違法駐車防止対策事務費について，制度導入後の違法駐車台数の減少や現在の取組における効果を検証し，事業の必要性について検討していく。また，交通安全協会補助金について，補助対象事業
への市民の参加が減少していることを踏まえ廃止する。
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交通安全に対する市民ニーズに対応し，市民が安全で安心した生活を送るために，今後さらに交通事故の発生を抑止していく必要がある。また，各種事業を効果的に推進していくため，地域住民や
関係機関・団体との連携を強化するとともに，一部の事業については事業手法などを検証し見直しを図っていく必要がある。

交通事故発生件数が減少するなかで，高齢者の交通事故の割合が増加傾向にあることや人口１０万人当たりの交通事故において若年ドライバーが他の世代と比較して突出して多いこと，また交通事故死者数及び
高齢者の割合が増加していることから，交通安全教育について，ドライブシミュレーターを活用し，高齢者に身近な場所で加齢による身体機能の低下を自覚することができる教室や，事故の再現等により交通安
全に関する意識を向上させ持続することができるスケアードストレイト方式の教室を実施するなど，事業の拡大を図っていく。また，自転車乗車利用者の交通事故発生時において，頭部への致命的な被害を軽減
させるため，ヘルメット着用促進を図っていく。
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総合計画
　政策の柱

政策目標
（基本施策目標）

地域社会や事業者，行政が連携して日常生活を取り巻くさま
ざまな危機に対応し，市民が，安全で安心した生活を送って
います。

「日常生活の安心感を高める」ため，犯罪の未然防止の環境づくりのための「防犯対策の充実」，交通安全確保の
ための「交通安全対策の充実」，火災等の被害の軽減や救急救助効果向上のための「消防力・救急救助体制の充
実」，災害への対応能力を高める「危機管理体制・危機対応能力の充実」，消費者被害の未然防止や救済対策の推
進のための「消費生活の向上」，食品危害の未然防止のための「食品の安全性の向上」，健康危機の未然防止や拡
大防止のための「健康危機管理対策の強化』，日常生活の衛生水準向上を図る「生活衛生環境の向上」に重点的に
取り組みます。

市民の安全で健康な笑顔あふれる暮らしを支
えるために

政策名
（基本施策

名）
日常生活の安心感を高める
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交通事故発生件数は年々減少しており，目標を達成している。なお，年間の死者数は
目標値を達成していない。
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明
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明
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不十分な事業が
複数ある

交通事故発生件数は年々減少しており，各事業においても概ね目標を達成している
が，増加傾向にある高齢者の交通事故への対策や人口１０万人当たりの交通事故発生
件数が他の世代と比較して高い若年ドライバーへの対策が必要である。また，各種事
業の実施効果を踏まえ，事業の見直し等を実施する必要がある。

達成していない

市政世論調査による交通安全対策の充実に対する重要度は前年より高くなっており，
今後も継続的に取組を実施していく必要がある。
また，交通事故死者数が増加していることや交通事故発生件数のうち高齢者の交通事
故の割合や若年ドライバーの人口１０万人当たりの交通事故が他の世代と比較して高
い割合にあることから，それらの世代の交通事故防止を図る必要がある。

説
明

交通事故発生件数は着実に減少しており，市民満足度が平成２１年度（３６．１%）
と比較して１０%上昇するなど，交通安全対策の充実に効果は上げているものの，高
齢者の交通事故の割合が増加傾向にあることや人口１０万人当たりの交通事故発生件
数で，若年ドライバーの交通事故発生件数が多いため，対策が求められている。

⑨政策評価
会議意見

実績値

事業の
方向性

事業費

Ｈ２２

目標値 事業費

Ｈ２１ Ｈ２２

344

349

430

0

566

1

8

360

600

市民や関係機関・団体，市が，これまで実施してきた交通安全教育や
交通安全運動，交通安全施設整備等により，市民の交通安全意識が向
上し，また道路交通環境が整備されたことで，交通事故発生件数が
年々減少している。

・交通事故発生件数が減少しているなかで，高齢者の交通事故の割合
が高くなっていることや，若年ドライバーの人口１０万人あたりの交
通事故発生件数が突出して多い。また，交通事故死者数が増加してお
り，特に高齢者の死者数が増加しているため，高齢者の交通事故防止
対策や，若年ドライバーの交通事故防止に効果のある取組を実施して
いく必要がある。
・自転車のまちうつのみやの推進にあたり，自転車の安全利用を確保
するためにヘルメットの着用を促進する必要がある。

交通事故発生箇所が分かる交通事故マップの自治会回覧を実施し，交通事故が身近に起きているこ
とを地域住民に周知するとともに，警察，道路管理者，地域と協議・連携を図り，対策を実施して
いく。
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①施策名
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外部意見
その他

国・県等の
動向

宇都宮市交通安全審議会において，自転車利用者へのヘルメット着用促進，高齢者の交通事故防止対策の充実について，指
摘されている。

市民の高い交通安全意識と適切な道路整備により，交通安全が確保されています。

交通安全対策の充実

②施策目標

③施策を
取巻く環境
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交通事故多発地点への交通安全対策
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継続

3,169
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5

担当課

交通安全運動の推進

4
生活安心課

担当課
Ｓ４５

交通指導員制度
児童

違法駐車が減少している現状を踏まえ，引き続き違法駐車台数の調査・検証を行いながら，今後の
事業のあり方や啓発の手法について検討する。

継続

継続

路上喫煙禁止区域の案内表示について，新たな看板の設置を検討する。また，ＪＲ宇都宮駅におけ
る祝祭日の市外からの来訪者への周知活動を集中的に実施するとともに，規制行為や区域の周知等
について，イベントを利用した市内来訪者への周知を強化していく。

全市民の交通安全意識の高揚を図るため，今後も継続して交通安全運動や街頭活動を実施してい
く。また，交通事故発生件数が減少する中で，高齢者の交通事故の割合が高まってきていることか
ら，高齢者に対しての交通安全啓発活動がさらに重要になっており，市民と行政，関係機関，団体
が一体となって高齢者に対する啓発活動を実施していく。

児童が安心して登校できるよう事業を継続しながら，制度のあり方について見直しを行う。

見直し

見直し

今後も，都市の良好な交通環境と安全な生活環境の確保を図るために，放置自転車の防止・指導・
啓発及び撤去を継続的に実施するとともに，放置自転車による交通の妨げが見られる地域について
は，手法の見直しを検討する。

3

7,157
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ー
交通安全啓発看板設置数

担当課

自転車放置防止対策事務費（撤去自転車保管所管理費を含む） 155

159担当課

生活安心課

交通安全推進協議会連合会補助金 市交通安全推進協議会
連合会

197,232

Ｓ５７
ー

施　策　事　業　費　合　計 210,472

9
307

1,987

12

交通安全協会補助金

交通事故を防止するには，地域の交通安全活動を充実させることが重要であることから，交通安全
推進協議会連合会への支援を引き続き実施していく。
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放置自転車撤去回数
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676
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全市民

3

担当課

路上喫煙対策事業

交通安全運動の開催回数

過料処分者数
0

Ｓ４５

市民・本市の来訪者

0

交通指導員の立哨箇所における児童
の交通事故の発生件数 0

担当課

市内で自転車を利用す
る者

0

自動車利用者
72

違法駐車防止対策事務費
違法駐車防止活動日数

廃止

当該協会が実施する高齢・若年運転者技術向上対策講習会（ドライビングスクール）については，
会場が遠方にあり，数年前と比較し参加者数が激減するなど参加者が少ないことから，本市が身近
な地域で実施する交通安全教室などの事業への見直しを図り，平成２２年度をもって当協会への補
助は廃止する。

330 Ｃ

515 Ｂ 継続

団体として地域での交通安全運動の実施や新入学児童への交通安全マナーパンフレットの配布など
今後も交通安全の意識を家庭から育成し，かつ新入学児童への交通安全指導などを継続的に実施す
るため，母の会への支援を実施していく。また，３団体（宇都宮，河内，上河内）の組織を統合す
る

ー

293交通安全協会 Ｓ２２ 講習会受講者数

ー

担当課 生活安心課 15 66

再掲
道路バリアフリー推進事業 全ての道路利用者（バ

リアフリー未整備の歩
道等）

Ｈ１３
担当課 道路維持課

点字ブロック整備延長
1,200 1,200

1,830 1,208
ー 継続

「宇都宮市やさしさをはぐくむ福祉のまちづくり計画」に基づき，医療・福祉施設，市中心部，駅
周辺等の整備を進めていく。

10
交通安全母の会補助金

市交通安全母の会 Ｓ４６
担当課 生活安心課

新入学児童交通マナーパンフレット
配布数

ー ー
598

5,500 5,150

11
交通指導員連絡協議会補助金 市交通指導員連絡協議

会
Ｓ４５

担当課 生活安心課
研修参加者数

ー ー
968

124 108
698 Ｂ 継続

指導員の資質の向上を図ることを目的とした研修会が実施できている。今後は,研修会の参加者数を
増やす工夫をし,より多くの指導員の資質の向上,団体活動の充実が図られるように交通指導員連絡協
議会への支援を実施していく。
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